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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2022 年７月１４日に公表いたしました 2023 年５月期連結業績予想を下記の

通り修正いたしましたので、お知らせいたします。  

記  

 

１．通期業績予想の修正について 

2023 年 5 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 6 月 1 日～2023 年 5 月 31 日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主  

に帰属する  

当期純利益  

１株当たり 

当期純利益  

 百万円  百万円  百万円  百万円  円  銭  

前回発表予想 (A) 53,117 525 566 395 154.92 

今回発表予想 (B) 55,651 1,049 1,103 198 77.95 

増減額 (B-A) 2,534 524 537 △196  

増減率 (%) 4.8 99.8 94.8 △49.7  

（ご参考）前期実績  

（2022 年 5 月期） 
55,145 930 1,003 696 272.67 

 

２．修正の理由  

 当社グループでは、主要取引先である急性期医療機関向けの各種診断機器や手術室関連機器等の高

度医療機器、内視鏡関連製品等の低侵襲治療機器などの主力商品分野における営業を強化するととも

に、医療機関の移転・新築に対する総合提案やクリニックの開設・移転・リニューアルをサポートする新規開

業支援、電子カルテシステム等の導入支援や、医療・介護施設に対する病床転換や事業承継等の専門

的なコンサルティングサービスの提供等、多様化する顧客ニーズへの対応に取り組んでまいりました。一方

コロナ禍による全世界的な供給状況の変化や医療機関の需要に的確に対応するため  SPD 事業をはじめ

として医療材料の安定的供給体制の強化を継続するとともに、原材料高騰や為替の影響などによる医療

材料の価格上昇に対しても、購入者である医療機関との適切な価格形成について丁寧な対応を心がけて

行ってまいりました。  

これらの結果、前期新型コロナの感染拡大等により減少していた検査・手術件数の回復による診療材料

の売上が想定より回復・増加したことや、新型コロナ検査試薬やＰＰＥ（個人防護具）の消費が継続したこと、

前期より減少しているもののコロナ対策補助金による医療機関の設備投資需要が想定を上回ったことなど

から通期の売上高が期初予想を上回る見込みとなりました。利益面におきましても、売上増加に伴う売上



総利益の増加により、営業利益、経常利益はそれぞれ期初予想を上回る見込みとなりました。親会社株主

に帰属する当期純利益につきましては、当社連結子会社となる山下医科器械株式会社の取引先であるジ

ェミック株式会社にて生じた債権の全額６億１１百万円を取立不能見込額として貸倒引当金を設定し、同

額を特別損失の貸倒引当金繰入額として計上したため期初予想を下回る見込みとなりました。  

 なお、2023 年５月期の期末配当金につきましては、2022 年７月１４日に公表いたしました１株当り４６円の

配当予想から変更はございません。  

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、  

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  

 

以上 

 

 


